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１．各認定都市の概要  

ふくしまけんしらかわ し

福島県白河市における歴史的風致維持向上計画の概要 

○白河市歴史的風致維持向上計画（第２期） 

こ みねじょうあと

白河市では、国指定の史跡である「小峰城跡」や旧城下町及びその周辺の
しらかわちょうちん

まちなみにおいて、日本三大提灯祭りのひとつに数えられている白河提灯ま
しらかわ いち

つりや春の訪れを告げる風物詩となっている白河だるま市などの年中行事・

祭礼や酒造業を中心とする伝統産業などが営まれ、固有の風情を感じられる

歴史的風致が形成されています。 

歴史的風致の維持向上を図るべく、第１期計画では東日本大震災で崩落し 

た小峰城跡石垣や文化元年（1804）建築の旧脇本陣柳屋旅館蔵座敷等の歴史

的建造物の保存・修復を計画的に行い、来訪者数の増加に繋がりました。 
こ みねじょう し みず たい こ やぐら

第２期計画では、小峰城清水門の復元や旧小峰城太鼓櫓等の整備を行う

とともに、これまで整備してきた歴史的建造物などの活用を図ることで本市

の魅力を全国に発信してまいります。 

小峰城跡 

白河だるま市の賑わい 

白河提灯まつりの提灯行列 

旧脇本陣柳屋旅館蔵座敷 
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いばら き けんさくらがわ し

茨城県桜川市における歴史的風致維持向上計画の概要 

○桜川市歴史的風致維持向上計画（第２期） 

ま かべ

桜川市では、国選定の重要伝統的建造物群保存地区「桜川市真壁伝統的建

造物群保存地区」を中核として歴史的建造物が多く所在する真壁の町並みに

おいては、戦国時代の城下町の町割りが現在も残る中で真壁祇園祭の山車が

引き回され、固有の風情を感じられる歴史的風致が形成されています。 

歴史的風致の維持向上を図るため、第１期計画では、歴史的建造物の保存 

修理と活用に取り組み、東日本大震災により被災した 123 件中解体される建

造物の数を 9件に抑えることができました。そのほか、真壁陣屋跡を整備し、

伝統文化の継承と情報発信に寄与する多目的複合施設を整備しました。 

第２期計画では、引き続き真壁の町並み等の歴史的建造物の保存修理と活
きのつらゆき

用を図るとともに、平安時代の歌人紀貫之の歌にも詠まれた名勝「桜川（サ

クラ）」に新たな歴史的風致を設定し、在来品種であるヤマザクラの育苗や樹

勢回復を行うヤマザクラ保全事業、来訪者の利便性向上を目的とした公園整

備事業を推進します。 

桜川市真壁伝統的建造物群保存地区 真壁の町並みの中で行われる真壁祇園祭 

名勝「桜川（サクラ）」 ヤマザクラの種を拾う地元小学生 
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と やまけんたかおか し

富山県高岡市における歴史的風致維持向上計画の概要 

○高岡市歴史的風致維持向上計画（第２期） 

ずいりゅう じ ぶつでん はっとう さんもん

高岡市では、国宝「瑞龍寺（仏殿、法堂、山門）」やその周囲に広がる加
たかおか み くるま

賀前田家ゆかりのまちなみにおいて、重要無形民俗文化財である「高岡御車
やままつり み くるまやま えっちゅうふくおか すげがさ い もの

山祭の御車山行事」や「越中福岡の菅笠製作技術」、鋳物づくりなどの歴

史及び伝統を反映した活動が営まれ、固有の風情を感じられる歴史的風致が

形成されています。 
しょう

歴史的風致の維持向上を図るため、第 1期計画では、重要文化財である勝
こう じ

興寺大広間および式台ほか 11 棟の保存修理事業等を実施し、文化財に対する

市民等の関心の向上が図られるとともに、勝興寺周辺ではまちづくり協議会

が発足され、景観協定の締結にも繋がりました。 
ふたがみやま

第２期計画では、古代にさかのぼる二上山丘陵の歴史的資産や継承される

活動による歴史的風致を新たに位置付け、歴史的建造物の修理等を行います。
かな や まち

また、金屋町等の歴史的な町並みの保全、歴史と伝統を反映した工芸技術及

び祭礼・年中行事等の継承と育成事業等を推進していきます。 

瑞龍寺（仏殿） 高岡御車山祭の御車山行事 

勝興寺（本堂） 二上射水神社の築山行事 
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くまもとけんやま が し

熊本県山鹿市における歴史的風致維持向上計画の概要 

○山鹿市歴史的風致維持向上計画（第２期） 

きく ち じょうあと じょう り せい

山鹿市では、国指定の史跡「鞠智城跡」を有し、条里制の区画が残る農
せんぐうさい や ち よ

地を背景に行われる松尾神社の遷宮祭、また、国指定の重要文化財「八千代
ざ

座」を核とし、街道沿いのまちなみで山鹿温泉祭が行われる等、固有の風情

を感じられる歴史的風致が形成されています。 

歴史的風致の維持向上を図るため、第１期計画では、歴史的まちなみ整備 

事業や山鹿灯籠の後継者育成等を計画的に取り組み、まちなみ景観の向上や

新たに灯籠師が誕生する等の成果が現れています。 

第２期計画では、引き続き街道沿いの歴史的なまちなみ形成や歴史的建造 

物の防災に資する事業等のさらなる重点化を図るとともに、新たに日本遺産

に認定された「米作り、二千年にわたる大地の記憶～菊池川流域「今昔『水

稲』物語」～」に位置付けられた構成文化財等を活用し、市内の回遊促進を

図ります。 

鞠智城跡が位置する丘陵の麓に広がる

条里制の区画が残る農地 

八千代座 

松尾神社の遷宮祭の様子 

山鹿温泉祭の様子 
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２．全国的な事例  

歴史まちづくり計画に基づく取組により、全国各地の都市では、地域経済の活性

化や、住民の誇り・地域への愛着の醸成が図られています。 

＜岐阜県高山市の事例＞ 

ホームページや案内板の多言語化等の外国人観光客の受入環境整備や、SNS の

活用、海外旅行博への出典等により、地域固有の歴史文化の魅力を積極的に発

信した結果、外国人観光客の大幅な増加が見られました。また、宿泊者一人あ

たりの消費額も増加傾向にあります。 

（H30）
34,692円/人

（H20） 1.2倍
28,873円/人

宿泊者一人当たり消費額 

（出典：高山市平成３０年観光統計） 
外国人観光客数 

（出典：高山市歴史的風致維持向上計画 令和元年度進行管理・評価シート） 
地域の歴史文化を伝える「飛騨高山まちの博物館」の整備や、地域の伝統文

化の保存・継承等を推進することで、住民満足度の向上に繋がっています。 

（出典：高山市歴史的風致維持向上計画 最終評価シート（H20～H29）） 

＜滋賀県彦根市の事例＞ 
歴史的建造物として昭和 20 年以前の建物を「町屋」として位置付け、産官学

民が連携した組織「小江戸ひこね町屋活用コンソーシアム」を立ち上げ、こ

れまでに 25 件の空き町屋が取引され、歴史的建造物の利活用の促進を図って

います。 

空き町屋活用事例「ゲストハウス無我」（撮影：笹倉洋平）
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【参考：全国に広がる歴史まちづくり計画 

図 歴史まちづくり計画の認定状況 

各都市の歴史まちづくり計画については、以下の国土交通省ホームページにて

紹介しています。 

http://www.mlit.go.jp/toshi/rekimachi/toshi_history_tk_000010.html 


